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 みなさま、初めまして。臼杵高校 25回（昭和 48年）卒業生の加納 敏です。兵庫県西宮市在

住です。 

 青春の 1ページを、海と山に囲まれた城下町の高校で過ごし、今は関西で暮らすわたしたち

が、こちらの暮らしや臼杵高校時代の思い出などをお伝えする通信です。 

 ささやかですが、ほのぼのとしてどこか懐かしい心の居場所になればと願っています。 

 また、関西の地で同窓会を開くこともめざしています。この通信が、そのための情報提供の場

になることも願っています。 

 どうぞ、よろしくお願いします。 

【私と臼杵高校と神戸】 

高校時代、自宅は二王座の坂の上、変電所の近くにありました。家から学校まで坂を駆け下っ

て一直線に走ると校門でした。その時間、高校男子の足で 1分でした(笑)。遠距離通学の同窓生

の皆さんには、申し訳ない話です。遅刻ギリギリで校門を駆け抜けると、そこには、風紀委員と

生徒指導の先生が待っていました。先生は、学年で最も恐れられていた（同時に尊敬されてい

た）方でした。その先生にぎろりと睨まれて一言。「もっと、早う来い」 

家から一気に駆け下りていく坂道は、日の当たる明るい道で、私は好きでした。なぜか、いつ

も、その坂道で坂の町「神戸」を思い描いていました。それが今、港町神戸の坂の上にある私立

高校に勤めています。ささやかな思い出ですが、神戸と不思議な縁を感じます。 

 

【事務局メンバー】 

 関西支部の事務局メンバーは、私のほかに、２名います。 

 東
ひがし

 昌二郎（高 17回）さん。大阪府高槻市にお住まいです。旅行がお好きで気さくな先輩です。 

毛利 裕治（高 25回）さん。大阪府池田市にお住まいです。私の同級生でもあります。 

3人で臼杵高校同窓会関西支部（亀
き

城
じょう

会）のお世話をさせていただきます。どうぞ、よろしくお

願いします。 

目下、同窓会員のネットワーク整備と、関西支部同窓会の開催が私たちの課題です。 

LINEで話し合ったり、大阪梅田の阪急電車の駅構内にある喫茶店でコーヒーをすすりながら、ど

うすればメンバーを増やせるか、どうすれば同窓会開催にこぎつけられるか、思案しています。 

一番うれしいのは皆さまからの連絡、LINE登録、ホームページ BIKITAへの登録です。 

関西以外の皆様も、ご支援、応援をよろしくお願いします。 

 

  

  

亀
き

城
じょう

かんさい（臼杵高等学校同窓会関西支部通信）


